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テキストマイニングシステム Simpleminer の利用
Application of text-mining system “Simpleminer”
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We have developed a simple text-mining system called “Simpleminer.” This system works on Windows machines.
It can be used, for example, to analyze questionnaires that include text and trends in journal titles. It can determine
the usage frequencies of words and create multiway tables, which are the fundamental functions of text-mining
systems. In addition, Simpleminer has two unique functions: it can generate information extraction tables and
sort graphs. An information extraction table shows whether a sample of text data includes words with high usage
frequencies. A sort graph shows the changes in the frequencies of word usage over a certain period of time shown
in the figure. A useful feature of this graph is that words that appeared more frequently in the past are displayed
higher on the list. This enables users to recognize such words more effectively. In this paper, we have used
bibliographic information on conference papers of the Japanese Society for Artificial Intelligence (JSAI) as the
sample data for text mining. We have carried out a trend survey of the conference.

1. はじめに

本稿では，われわれが開発した簡易テキストマイニングシス
テム Simpleminer について紹介する [1, 2]．このシステムは，
Windows上で簡便に動作する．自由記述のアンケートデータ
の分析や，論文書誌情報・論文タイトル情報からの動向分析に
用いることができる．一般的なテキストマイニングシステム
[3]が持つ，単語の頻度分析，クロス分析が可能である．その
うえ，情報抽出表とソートグラフと呼ぶ，他のシステムにない
新規な技術を利用した分析も可能である．情報抽出表は，デー
タを分かりやすい表の形で整理して表示する機能である．ソー
トグラフは，昔多かった傾向，最近多くなった傾向を簡便につ
かむことができる機能である．
本稿では特に人工知能学会全国大会の書誌データを利用し

て Simpleminer の紹介を行う．このため，人工知能学会全国
大会の傾向分析も行っている．

2. インストール

Simpleminer は，Windowsに簡便にインストールができる．
インストーラーが用意されてあり，それをクリックすること
で，図 1 に示すようなインストール画面が立ち上がる．ここ
で，「次へ」をクリックしていくことで簡単にインストールで
きる．Simpleminer を起動すると，図 2 に示すような画面が
立ち上がる．

3. 入力

入出力ファイルは csv形式 (カンマ区切りのデータ形式)で
ある．入力ファイルの例を図 3に示す．図のような入力ファイ
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図 1: インストール画面

ルを準備し，そのファイルを Simpleminerにセットして，図
2の各種ボタンを押すことで様々な処理ができるようになって
いる．図 2中の「表示」または「Excel」ボタンを押すと，そ
れに該当するファイルを，Note Pad または，MS Word で開
いて表示できる．
入力データとして，人工知能学会全国大会の 1992年分から

2006年分までの 15年分の書誌情報を与えた．(関連研究とし
ては言語処理学会の動向を調査したものがある [4, 5, 6]．) タ
イトルの部分を対象としてテキストマイニング処理を行った．

4. 単語集計

単語集計機能を使うと，図 4 の結果を得る．どの単語が何
個の論文のタイトルに出現したかを示している．図 4 ではす
べての品詞の単語を示した．これは，図 2で，すべての品詞を
チェックし，文字長の設定値も 0とし，ひら仮名語削除の機能
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図 2: Simpleminerの画面

図 3: 入力の csv形式のファイルの例

図 4: 単語集計の例

のチェックを外して単語集計の「再集計」ボタンを押して実行
したものである．図 4 では分析に役立たない単語が多く出現
している．Simpleminer では分析に用いる単語を簡便に指定
することができる．ここでは，名詞のみを対象とし，文字長も
2文字以上のもののみを対象とし，ひら仮名語も不要として対
象外として単語集計をしてみる．これは，図 2のように設定さ
せて，単語集計の「再集計」ボタンを押して単語集計を実行す
る．そうすると，図 5の結果を得る．図 5は不要な単語が削除
され見やすくなる．単語集計機能により得られた図 5 を見る
ことで，データの大雑把な傾向をつかめる．システムの研究が
多いことがわかる．また，支援に関する研究が多いことがわか
る．ここでは名詞のみを取り出して分析したが Simpleminer

では対象とする品詞を変更することもできる．また，同義語辞
書により，異なる単語を同じ単語として扱ったり，削除辞書に
より集計対象から単語を強制的に排除することもできる．単語
への分割と品詞の推定には ChaSenを利用している．

5. 情報抽出表

次に情報抽出表の機能を示す (図 2の画面にはないが，集計
モードを切り替えると情報抽出表の処理画面が表示される．)．
ここでは，「翻訳」という単語を含む論文だけを対象に実行し
た．図 2の Focus terms の欄に「ロボット 移動」と入力する
と「ロボット」と「移動」という単語を両方含む論文だけを
使った処理を実行できる．さらに，「情報」「作成」「考慮」と
いう単語をこの分析では不要であるのでそれは事前に分析か
ら取り除く設定を行った．この設定は，単語集計の「単語セッ
ト」に分析に利用する単語だけをセットするか，「同義語・削
除辞書」に「情報」を削除する単語として登録すると行える．
このようにして，情報抽出表の処理を行った．その結果を図 6

に示す．「ロボット」と「移動」という単語を含む論文の中で出
現が大きかった単語の順に左から右に表示している．また各論
文タイトルの右側の欄にはその列の単語をタイトルに含んで
いればその単語を表示している．論文タイトルもソートしてお
り，なるべく左側の単語を含むタイトルの順に表示している．
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図 5: 名詞のみによる単語集計の例

図 6: 情報抽出表の例

この表では各論文タイトルがどのような単語を含んでいるかを
簡便に把握することができる．図 6 から，移動ロボットの研
究には，行動を対象とするもの，自立移動を特に扱っているも
の，環境を対象とするものの三種類の研究アプローチが主にあ
ることがわかる．その他，視覚や地図を扱う研究も存在してい
ることがわかる．情報抽出表は，各データがどういった単語を
含んでいるかを簡便な表の形で見るのに役立つ．

6. クロス分析

次にクロス分析を実行した．クロス分析では二つの事柄を
指定して分析を行う．図 2で，「タイトル」と「第一著者」でク
ロス分析を行う．クロス集計項目 1(横軸)に「タイトル」，ク
ロス集計項目 2(縦軸)に「第一著者」を選択して，クロス集計
の「再集計」ボタンを押す．そうすると，図 7に示す結果が得
られる．この図は，どの著者がどういう単語を含む論文を何件
発表したかを示す．図 7の結果に対して，双対尺度法 [7]を実

図 7: クロス分析の例
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図 8: 双対尺度法の結果

行すると，図 8 の結果が得られる．Simpleminer には，双対
尺度法の機能は付いていない．双対尺度法の実行は，上田デー
タマイニング塾 (http://www.datamining.jp/) から別途購入
したツールを利用した．図 8 から，吉岡真治先生，武田英明
先生は知識に関する研究が多く，溝口文雄先生が学習の研究，
西山裕之先生がエージェントの研究が多いことがわかる．
最近は Excelや簡単なツールを用いることで種々の統計分析

ができるようになっており，テキストデータから数値データに
落すことができれば，上述の双対尺度法など，種々の数値解析
手法が利用できる [7, 8, 9]．Simpleminer は，テキストデータ
から数値データを生成するところで役立っていることになる．

7. ソートグラフ

最後にソートグラフの機能を示す．これは片方が数値である
場合のクロス表のデータの分析に利用できる．図 2 で，クロ
ス集計項目 1(横軸)に「年」，クロス集計項目 2(縦軸)に「タ
イトル」を選択して，ソートグラフの「再集計」ボタンを押し
て，ソートグラフを作成する．作成したソートグラフの例を図
9に示す．図で等高線の高さが論文の数を意味する．ソートグ
ラフの横軸は発表年で，右側の単語は，タイトルに出現した単
語である．この単語につけている一つ目の数字は，その単語を
含む論文の合計で，二つ目の数字はその単語が多く出現してい
る発表年の平均を示す．二つ目の数字は厳密には，発表年の平
均値と最頻値と中央値の平均である．この値の小さいものから
順に上から表示している．システムは等高線グラフを描きやす
い csv形式のファイルを出力する．ユーザはそのファイルから
Excelを使って簡単に等高線グラフを描くことができる．等高
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図 9: ソートグラフの例 (等高線の高さは件数を示す．図中の
各単語に付与した二つの数字は左が合計件数を右が発表件数の
巻数の平均を意味する (厳密な定義は本文を参照のこと))
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図 10: 第一著者のソートグラフ

線の高いところを見ることで，どの巻でどの単語を含む論文が
多かったかがわかる．昔は「推論」「知識」の研究が多かった
が，最近は「支援」「データ」「ロボット」という研究が多いこ
とがわかる．ソートグラフでは文献 [10]を参考にして等高線
表示を利用している．
入力データを発表件数上位 15位までの人の書いた論文の書

誌情報にして，クロス集計項目 1(横軸)に「年」，クロス集計
項目 2(縦軸)に「第一著者」を選択して，ソートグラフの「再
集計」ボタンを押して，ソートグラフを作成した結果を図 10

に示す．図から，どの人がいつどのくらい発表しているかがす
ぐわかる．また，昔発表が多かった人や最近多い人もわかる．

8. おわりに

本稿では，われわれが開発した簡易テキストマイニングシ
ステム Simpleminer について紹介した．一般的なテキストマ
イニングシステム [3]が持つ，単語の頻度分析，クロス分析が
可能である．そのうえ，情報抽出表とソートグラフと呼ぶ，他
のシステムにない新規な技術を利用した分析も可能である．
具体例として人工知能学会の全国大会の書誌情報を対象に

テキストマイニングを行った結果を示したが，本システムを利
用することでもっと多くの学会動向を簡便に調べることができ
る．また，本システムは，動向調査のみならず，自由記述のア
ンケートデータの分析にも利用できる．
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